
























8．建物

（1）現有（平成12年3月31日現在） (単位：㎡）

名 称 構 造 積面

花・野菜技術センター研究庁舎

展示温室

研修宿泊棟

花き野菜調査棟

病虫・土壌作物調査棟

保鮮実験棟

花き野菜詰所

床土置場・土詰播種作業室

農機具格納庫・車庫棟

電気室棟

花き温室-A

〃一B

〃－C

野菜温室-A

〃－B

〃一C

病虫温室

十肥源宰

研修温室-A

〃－B

環境制御温室-A

〃－B

人工気象室

ミスト室

参観者トイレ

来園者トイレ

ほ場避難棟-A

〃－B

鉄筋コンクリート2階

鉄骨平屋

鉄筋コンクリート2階

鉄骨平屋

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

鉄筋コンクリート平屋

木造平屋

〃
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平成11年作況､滝川気象表
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栽培箇所：無加温ハウス採花：1輪以

上開花採花打ち切り：9月9日調査

方法：「園芸作物に関する試験方法・調

査要領」に準拠。

試験成績

a・切花長が50・をこえた品種は、ソネ

ットマリア、ソネットキャロル、ソネッ

トピエロ、ソネットルーチェ、クイ・サ

ザンナ、トロイカ、ダークハピネス、ス

カーレットベルであった。

b・採花率が高かったのは、ソネットマリ

表切花品質

－22－

ア、ソネットセーラー、ソネットノア、

ソネットピエロ、ソネットミホ、ソネッ

トルーチェ、パステルジプシー、ピンク

ジプシー、ホワイトジプシー、スマイリ

ングジプシー、チャペルライラック、で

あった。クイ・ベルベ、クイ・サザンナ、

クイ・プレセブン、の採花率は低かった。

c.ソネットキャロルには芽腐病が多

発した。ダークハピネス、クイ・プレセ

ブンには葉先枯が認められた。











表1品種特性表（試験1）
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（％）

規格×
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(％）

秋期収量y

9～11月

（本/株）

Nq 品種名

初年目’2年目'3年目｜合計
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x規格品:切花長60m以上かつ花梗数3本以上、y:2カ年平均、z:3カ年平均、*:2カ年合計

表2月別採花本数（試験2）（本/株）

品種名 8月9月10月11月12月1月合計Nq
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●
●
●
●
●
●
●
●
●

１
２
２
５
２
１
３
３
１
６
５

２
７
０
５
５
３
０
８
５
７
８
２

●
●

◆
●
●
●
●
●
●
●
●

３
０
４
１
９
２
１
５
３
８
８

１
１
２
１
２
１
１

０
３
０
５
８
２
２
７
０
５
８
２

●

●
●
●
●
●

●
●
●

１
１
３
１
３
４
０
０
１

０
２
０
３
３
７
５
３
０
７
５
２

●

●
◆
●
●
■

●
●
●

１
１
４
１
１
５
０
３
３

表3月別切花長（試験2） (皿）

Nq品種名 8月 9月10月11月12月1月

パリ

サンセール

アグロポリ

バレー

リトルドリーム

サニーレベッカ

ベリンダ

イローナ

レペッカ

アモール

ソラヤ

デボラ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
２

１
１
１

８
６
－
９
２
９
９
１
－
－
４
２

●
■

●
●
●
●
●

●
●

３
９
４
５
０
０
５
８
０

７
６
１
０
２
３
９
８
１

１
１
１
１
１

３
３
－
６
９
９
９
７
５
８
５
９

●
●

◆
●
◆
●
舎
◆
●
●
●

７
７
８
５
５
４
１
２
７
２
１

９
９
０
０
３
０
９
５
３
９
２

１
１
１
１
１
１
１

５
７
－
０
９
２
２
４
８
９
９
０

●
●

●
●
●
●
●
●
●
◆
●

８
８
５
６
５
６
２
０
５
９
５

８
８
０
０
２
０
０
４
５
８
２

１
１
１
１
１
１
１
１

－
６
－
３
５
２
８
７
－
－
６
４

●

◆
●
●
●
●

●
●

５
２
３
５
７
８
２
６

８
２
３
３
４
１
９
０

１
１
１
１
１
１

－
６
－
６
１
５
３
４
－
３
８
８

●

●
●
●
●
●

●
●
●

８
８
１
０
６
４
２
８
２

８
０
２
４
４
１
６
８
１

１
１
１
１
１
１
１

－
４
－
９
７
０
５
５
－
７
０
７

●

●
。
●
●
●

●
●
●

６
４
１
２
３
６
７
４
５

８
１
３
４
５
１
１
９
１

１
１
１
１
１
１
１
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（7）デルフィニウム類の系統選抜

試験期間：平成8年～12年

担当科：花き第二科

目的

a.ラークスパーの優良品種を育成する。

b.秋切り作型でも早期抽台・ロゼット化せず、

切花形質の安定したデルフィニウム（リトル系・ジ

ャイアント系)の育成する。

試験研究方法

a.ラークスパーの優良品種の育成

平成10年度に選抜した「ミヨシのローズ」の後代

を固定するため、810株を定植。開花後に優良株を

選抜し自植および他植により採種する。

b、秋切りに適するデルフィニウムの選抜と交配

a)交配親の選抜

既存のジャイアント系4品種およびリトル系9品

種の計13品種を7月28日に16株ずつ定植。その後、

切花品質を基準として10月～11月下旬に選抜。

b)交配

選抜株(17個体)を135通りの組み合わせで交配し、

得られた種子を12月29日に播種。

c.大量増殖技術の確立

a)供試品種

サマースカイ(対照)と平成9年度選抜の15系統

b)試料の調整

3番花開花後の塊根部から生えている蔽芽から茎

頂を摘出

c)培地組成

①初代培地

基本培地:1/3MS

植物ホルモン:BA0.2ppin.

NAAO.OZppm

ショ糖：3％

pH:5.6

②再分化培地

基本培地:1/2MS

ショ糖：3％

pH:5.6

③増殖培地

基本培地:1/2MS

植物ホルモン:BA2.Oppm

ショ糖：3％

pH:5.6

④発根培地

基本培地:1/2MS

ショ糖：3％

pH:5.6

d)培養条件

20℃、2.5001ux-12時間照明

試験成績

a.ラークスパーの優良系統の育成

昨年度の選抜では、八重でピンク色の花を持つ

「ミヨシのローズ」から、一重でピンク色の花を持

つ個体が得られたが、今年度定植したその後代では

花色に分離がみられ、濃紫・淡紫・濃ピンク・淡ピ

ンク・ライラック色(13:327:19:418:4)の5系統が得

られた。紫の2系統の生育は比較的良好で、特に濃

紫は草勢が良かった。また、ピンクの2系統は草丈

が低い傾向にあった。ライラック色の系統は個体数

が少なく、生育も他と比較して劣っていた。これら

の5系統は花色と草丈以外、目立った違いは観察さ

れなかった。開花後、それぞれの系統の自殖種子を

採種した。

b.秋切りに適するデルフィニウムの個体選抜と交

配

親系統として供試した13品種中、「ブルーバー

ド」は短日条件でも草丈がとれ、秋取り作型に適し

ていた。「ガラハット」と「c.sホワイト」は除

雄による雌ずいの枯死が多くみられた。得られた1

35系統のうち、自殖または同品種間で交配させた系

統の一部に発芽率が30％以下であるものが観察され

たがも大部分の系統の発芽率は80％以上であり、生

育も良好である。

c・大量増殖技術の確立

系統により増殖速度や安定性に違いがみられ、増

殖に適応しないものもあったが、ジャイアント系お

よびリトル系の増殖に関してはこの手法が適切だと

思われた。増殖培地において基本培地をMS1/3にす

ると、枯死する株が多く見られた。
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（9）新しい道産花き開発普及促進事業

(505210）－新しい花きの収集・調査・栽培技術

開発・実証一

試験期間：平成10年～14年

担当科：花き第一科、花き第二科

目的

新しい道産花き開発事業を行い、道内各地

域の花き農家に新しい道産花きを導入する。

試験研究方法

a.新しい花きの収集・調査活動

［新しい可能性のある花き、山野草等を収集し、

その特性・適応性等を調査する。］

(a)1，2年草等種子草花:169種

栽培法（露地直はん栽培）：は種期5月17

日、畦幅180cm，すじまき、適宜間引き、株間成

り行き、施肥量N・P205-K20－各1.5kg/a

調査項目：発芽性、開花性、花色、生育期

間、生育量等

(b)宿根草：平成10年定植62種（春植:5/22

50種、秋植：9/28～12種）、平成11年定植46

種（春植：5/28.31)

栽培法：栽植法ベッド幅1m，4条植・

株間20cm，白黒マルチ、施肥量N・P205．

K20－各1.5kg/a

調査項目：開花性、花色、生育期間、生育

量、越冬性等

(c)球根類：平成10年秋植68種

栽培法：定植期平成10年10月27日、ベッド

幅80cm、2条植・株間20cm，施肥量N・P205

．K20－各1.5kg/a、

調査項目：萌芽性、開花性、花色、生育期

間、生育量、越冬性等

b、新しい花きの栽培技術開発・実証活動

［新しい花きの栽培管理技術を検討するととも

に、地域適応性を実証する。）

(a)ハイドランジア・アナベルのグリーン化

試験

処理区①遮光資材（50％）トンネル被覆

②遮光資材（50％）2重トンネル被覆

③無処理

(b)ハイドランジア・アナベル現地実証の苗木

養成(3,000本）

挿し木増殖：7～8月にセンター温室、ハ

ウスで2回に分けて増殖

圃場養成：8月に挿し木苗木を、2回に分

けて定植、養成。

試験成績

a．新しい花きの収集・調査活動

(a)1，2年草については、前年に引き続き

160種程の発芽、開花性、草丈などの品目、品種

による特性の調査を行った（表1）。

(b)前年度収集した、宿根草62種、球根類68

種について、越冬性、2年目の生育を調査した。

一部品目、品種については越冬しなかった。

（表2，4）。

(c)今年度収集した宿根草46種を定植、その

後の生育、開花特性を調査した。花色は桃、白、

黄、紫、赤色系であった（表3）。

b.新しい花きの栽培技術開発・実証活動

(a)アナベルの栽培で、開花後50%の遮光資

材をトンネル状に覆うことで、グリーン化が可

能であった。

(b)アナペルの現地実証では、北空知広域連

合の花き部会で実証栽培を行うこととなり、今

年度は当センターで苗木を育成し、12年度に各

農家圃場に定植することになった。
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表1 9月切り作型の採花，切花品質

品種名

SBｱｽ゙ ﾙーﾌ゙ ﾙー

SBﾗｲﾄﾌ゙ ﾙー

ﾐﾖｼのｽｶｲﾌ゙ ﾙー

SBﾗｲﾗｯｸ

SSﾎﾜｲﾄ

SBﾎﾜｲﾄ

ﾐﾖｼのﾗｲﾗｯｸ

ﾎﾜｲﾄｷﾝｸ゙(切花

用）

ﾐﾖｼのﾎﾜｲﾄ

SBﾗｲﾗｯｸ

Gt.Iﾗｲﾗｯｸｽﾊ゚ｲﾔー

ﾌ゙ﾙーﾍ゙ル

ｽｶーﾚｯﾄｽﾊ゚ｲﾔー

Gt.I混合

ﾌ゙ﾙーｽﾌ゚レー

SBﾊ゚ ﾙーﾋ゚ﾝｸ

SBﾌ゙ﾗｲﾄﾋ゚ﾝｸ

SBﾌ゙ﾘﾘｱﾝﾄｻーﾓﾝ

Gt.Iﾘーｶ゙ﾙﾎﾜｲト

ﾗｲﾗｯｸｾﾚｸﾄ

SB;サブライム、S

採花始

(月／日）

9/16

9/13

9/13

8/30

9／6

9／3

8/30

9/13

9/13

8/27

8/30

9／9

8/30

8/27

8/20

9／3

8/30

8/30

9／6

8/20

表2 11月切り作

品種名 採花始

(月／日）

ﾚｯﾄ
◆

11/25

ｶー ﾏｲﾝｾﾚｸﾄ 11/1

ﾛー ｽ
●

10/28

ﾋ゚ンク 11/18

SBﾌ゙ﾘﾘｱﾝﾄｻーﾓﾝ 11/15

SSﾛーｽ
◆

11/1

ﾗｲﾄﾋ゚ﾝｸｾﾚｸﾄ 12/22

ﾛー ｽ゙ｾﾚｸﾄ 11/1

ﾎﾜｲﾄ ー

SSﾎﾜｲﾄ 11/22

Gt.Iﾘーｶ゙ﾙﾎﾜｲト 11/25

ﾎﾜｲﾄｾﾚｸﾄ _

ﾌ゙ ﾙー 10/28

ﾌ゙ﾙーｽﾊ゙ｲﾔー 11/1

SSﾌ゙ ﾙー 11/5

ｱー ﾘー ﾛｹｯﾄﾌ゙ ﾙー 11/11

ﾀ゙ ｸーﾌ゙ ﾙーｾﾚｸﾄ 11/8

ｽｶｲﾌ゙ ﾙー －

Gt.Iﾗｲﾗｯｸｽﾊ゚ｲﾔー 11/1

ｼー ｵー ﾜﾝ 12/8

採花期

(月／日）

9/27

9/20

9/30

9／6

9/16

9／9

9／6

9/27

9/20

9／6

9／6

9/20

9／6

9／3

9／3

9/13

9/13

9／6

9/13

8/27

採花期

(月／日）

11/8

11/22

11/22

12/14

12/2

11/25
－

11/22
－

－

－

－

11/22

11/25

12/2

12/14

12/2
_

12/14
－

採花率

(％）

75.0

77.8

72.2

80.6

72.2

88.9

86.1

63.9

72.2

86.1

94.4

69.4

83.3

86.1

58.3

47.2

69.4

75.0

83.3

66.7

採花率

(％）

69.4

72.2

66.7

66.7

86.1

80.6

13.9

72.2

2.8

55.6

58.3

8.3

55.6

69.4

77.8

58.3

47.2

0.0

55.6

44.4

切残率 切花長 切花重

(％） (cm) (g)

13.9 84.8 40.4

5.6 76.7 37.8

16.7 76.3 38.8

5.6 69.2 20.8

16.7 67.8 22.3

0.0 67.4 18.5

2.8 66.8 19.5

25.0 66.4 24.7

16.7 66.2 22.4

0.0 66.0 15.4

0.0 65.8 15.8

13.9 65.2 27.1

2.8 60.0 12.2

0.0 59.5 14.7

0.0 59.3 21.3

5.6 58.9 15.7

0.0 58.7 16.5

2.8 58.2 13.2

2.8 57.4 15.4

0.0 56.1 11.2

t ヤ 卜

切残率 切花長 切花重

(％） (cm) (g)

0.0 61.2 26.1

2.8 67.0 46.0

0.0 69.6 46.2

13.9 93.1 81.2

8.3 107.0 112.4

5.6 76.4 61.9

55.6 104.4 102.1

13.9 74.6 72.3

80.6 111.0 115.2

27.8 84.9 84.1

22.2 102.9 97.4

72.2 78.5 58.9

11.2 76.3 62.9

0.0 78.8 80.5

0.0 72.8 67.3

11.2 70.4 60.0

19.0 43.5 4.4

80.6 ー 1■■■■

11.2 103.8 59.5

30.6 110.3 84.0

SB:サブライム、SS;サンシャインシリーズ、Gt.I:ジャイアントインペ
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花穂長 小花数

(cm) (個）

36.6 23.2

33.2 16.3

31.2 14.4

29.3 14.3

30.0 16.2

30.5 20.4

26.2 12.9

30.4 16.9

28.8 17.5

27.3 14.4

27.1 11.1

27.8 19.3

22.6 10.9

22.5 14.0

15.0 13.8

30.6 12.2

28.6 14.2

27.9 15.5

24.7 16.1

23.8 12.7

花穂長 小花数

(cm) (個）

39.1 5.1

40.5 6.7

35.3 7.9

49.9 15.9

37.4 17.7

45.0 11.0

46.0 19.5

36.7 10.6

47.0 18.0

40.3 13.6

46.3 18.8

41.5 19.0

42.7 9.1

42.0 11.0

42.2 11.6

36.5 19.6

10.0 4.1

一 ー

43.9 11.5

64.6 17.6



（2）ラークスパーの作期拡大技術の確立

一秋季出荷のための定植期と育苗方法の検討一

試験期間：平成10年～13年

担当科：花き第二科

目的

本道におけるラークスパーの秋切り栽培は、高温

時期の発芽や育苗、定植などによる早期抽台や株枯

れ被害が多発するが、これらへの対策技術を確立し

出荷期間の拡大をはかる。

本年度は高温時期の定植による株枯れ対策として、

直播栽培を作期別に行い検討した。

試験処理方法

a、処理区分

a)6月30日催芽開始

育苗方法：直播およびセル成型[200]穴使用に

よる育苗

播種日：7月8日

定植日(育苗区）：7月23日

b)7月9日催芽開始

育苗方法：直播およびセル成型[200]穴・

［288]穴・［400]穴使用による育苗

播種日：7月16日

定植日(育苗区）：8月2日

c)7月19日催芽開始

育苗方法：直播およびセル成型[200]穴

使用による育苗

播種日：7月29日

定植日(育苗区）：8月12日

b.供試品種：ミヨシのピンク

c・試験規模：1区30株、2反復

d、耕種概要

催芽処理法：冷水で20時間の浸漬後、15℃に9

日間静置

育苗法：市販床土(プラグエース）

施肥量：N，P205,K20各Ikg/a

栽植密度：ベット幅90ciii、通路幅VOcm、6条植

え(条間，株間12cni.中1条抜き)、

26．3株M
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加温開始(15℃～):10月28日

その他：白黒ダブルマルチ使用、9月10日以降、

電照(16:00～22:00)

試験成績

a.切花品質

表1に試験成績を示した。同時期に催芽処理をし

た直播区とセル成型[200]穴育苗区を比較すると、

「6月30日催芽開始」区、「7月9日催芽開始」区、

「7月19日催芽開始」区のすべてにおいて直播区の

切花品質の方が優れていた。直播区とセル成型[20

0]穴育苗区それぞれの切花長および切花重のばらつ

きを比較すると、「6月30日催芽開始」区と「7月

19日催芽開始」区では育苗区にばらつきが見られた

が、「7月9日催芽開始」区では直播区のばらつき

の方が大きかった。

「7月10日催芽開始」区で、直播区とセル成型［

200]穴育苗区・［288]穴育苗区・[400]穴育苗区を比

較すると、直播区の切花品質が優れており、育苗区

3処理の切花品質には大きな違いは見られたなかっ

たが、セル成型[400]穴育苗区はセル成型[200]穴育

苗区及び［288]穴育苗区と比較して品質にばらつき

が見られた。

本年度は、例年に比べ8月上旬の気温が高かった

ためか、全体的に見ると昨年度より切花品質は劣っ

ており奇形花や曲がりが多く見られた。また、育苗

期間または定植直後に高温であったためか、全体的

な生育も例年と比較すると遅延であった。

b.採花時期

図1．図2に試験成績を示した。同時期に催芽処

理した育苗区と直播区を比較すると、すべての処理

区で採花始めにピークが確認されたが、直播区と比

較して育苗区の方が採花のピークが大きく、採花期

間が長い傾向が認められた。セル育苗区の採花時期

はセル成型[200]穴区と[288]穴区では、大きな違い

は見られなかったが、それらと比較してセル成型[4

00]穴区は採花ピークが若干小さく、採花時期にもば

らつきが見られた。





（3）花ユリの抑制栽培における安定生産技術

一抑制栽培作型の確立一（106130）

試験期間：平成8年～11年

担当科：花き第一科

目的

ユリの抑制作型におけるオリエンタル・ハイブリ

ッド主要品種の特性と高温期および低温寡照期の栽

培管理法について検討する。

試験研究方法

a・抑制栽培における品種特性

供試品種：‘ルレーブ.‘アカプルコ．‘カサプラ

ンカ,‘スターゲイザー，.クランス’‘マルコポ

ーロ，‘コンアモーレ，‘ベルリン，

‘オリンピックスター，（1区20球・2反復）

定植日：6月16.28日.7月12.26日

解凍条件：5℃・2日間

催芽条件：13℃・20日間

（解凍後育苗箱に上向きに並べてピートモ

スで包埋し、湿度80%で暗置：以下同様）

b.球根サイズによる切花品質および切下球の

利用法

供試品種：‘ルレーブ.‘アカプルコ，、カサプラ

ンカ，（1区20球・2反復）

球根サイズ（球周):16～18cm.18～20cm.20cm以

上

施肥(基肥):N-P2Os-KzO=1.5-2.0-1.5kg/a

追肥処理：

定植日：6月14日（カサブランカ).23日（アカプ

ルコ），28日（ルレープ）

催芽条件:13℃・20日間

試験成績

a.6.7月定植の抑制栽培では供試した多くの品

種で節間伸長が抑制されて短茎開花の傾向が強く、

‘ルレープ，‘クランス，‘スターゲイザー・で顕

著であった。花色については定植期よりも採花期の

気温の影響が大きく、‘マルコポーロ，‘アカプル

コ，‘ベルリン，では花色の発現が不安定であった。

葉焼けが発生しやすい品種は.アカプルコ，.スタ

ーケイザー，で、‘マルコポーロ，‘コンアモーレ

，‘ベルリン，でも大きいサイズの球根を用いたり、

7月に定植した場合に発生が多くなった。供試品種

の特性の概要を表1にまとめた。

b・球根サイズが大きくなるほど切花長や切花重、

花菅数が増加し草姿が大型になるが、花菅の大きさ

の変化は小さかった。‘ルレープ’は生育が旺盛で

なく、サイズごとの変化が小さかった。葉焼けは‘

アカプルコ，では大きい球根を用いた場合に発生が

見られた。また無遮光栽培であったために高温障害

が発生し、枯死する株が見られた。追肥と切花品質

については、追肥を増やすことによって切花重や葉

色が増し‘アカプルコ，では切花長や茎径も増加し

た。花篭数の変化は見られなかったが、窒素単用区

では花雷長がやや増加した。また葉焼けの発生が増

える傾向が認められ、多肥区と窒素重点区において

は高温障害の発生も多く見られた。‘カサプランカ

，では下垂度が大きくなり、切花重が特に増加した

窒素単用区は顕著であった。

慣行多肥窒素重点窒素単用
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－

N KNKNKNK追肥時期

生育中期--0.50.50.5-0.5-

着菅期0．50.51.01．01.00.50.5-

表1オリエンタル・ハイブリッドの抑制作型（6，7月定植）における品種特性
品種名 花色草丈栽培期間

地色/中肋色cm(週）

球根サイズと花曹数 茎の

硬さ

轡の葉焼け

サイズ16/1818/2020/+

ルレーブ桃

アカプルコ漫桃

カサブランカ白

スターゲイザー白/赤

クランス白/桃

マルコポーロ白/桃

コンアモーレ桃

ベルリン桃/赤

オリンピックスター白/赤

０
０
５
０
０
５
０
５
０

７
９
９
７
７
８
８
９
７

イ
も
９
士
士
も
８
９
土

８
９
０
９
９
９
９
０
９

１

１

中
中
弱
中
中
中
強
中
中

５
５
５
４
６
７
６

－
一
一
一
一
一
一
一
一

２
２
３
３
４
５
４

仲
中
献
中
中
中
中
中
中

８
６
５
７
６
８

－
一
一
一
一
一
一
－

５
３
３
５
４
６

中
多
少
多
少
中
中
中
中

ー

７
９

－
一
一
一
一
一
一
－

５
７

ー

栽培期間：プレルーティング期間は含まない

菅のサイズ：小(8.5cm以下）小中(8.6-9.9cm)
球根サイズ：16/18は球周16～18cmの球根を表す(以下同じ）

中(10.0-11.4cm)中大(11.5-12.9cn))大(13.Ocm以上）
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表2球根サイズによる切花品質

品種採花平均切花長切花重全節数花曹長花梗長花曹数茎径下垂度葉焼け株率
球根サイズ開始日採花日(cm)(g)(cm)(cm)(mm)R%R
ル16/188/128/1441．826．051．28．03.31.63.71.00.00.0

レ’18/208/138/1444．632．756．68．23．81．94．11．00．00．0

ブ20/＋8/128/1447．641．969．88．34．32．44．81．00．00．0

アブ16/188/198/2147．934．032．410．35．41．74．01．00．00．0

カル18/208/198/2155．654．439．810．46．42．74．81．02．72．7

コ20/+8/218/2259.974．650.010.67.33.85.61.02.90．0

カラ16/188/198/2153．477．443．211．25．62．45．41．00．00．0

サン18/208/208/2257.2101.850．611．45．83．16．31．00．00．0

ブカ20/+9/198/2263.4124.260.011．36.33.76.71.00.00.0

下垂度：水平より下垂30度までを1とし、以下15度ごとに2，3とした指数値（以下同じ）

葉焼け株率：①葉焼けが発生した株の割合②症状が軽微な株を除いた割合
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慣行多肥窒素重点窒素単用

図2追肥による茎径･下垂度の変化

慣行多肥窒素重点窒素単用

図1追肥による切花長･切花重の変化

試験処理：（）内はその温度での処理日数

①13℃(20)定植

②5℃(7)13℃(17)定植

③5℃（7）8℃(7)13℃(13)定植

④20℃（2）5℃（7）8℃（7）13℃(10)定植

定植日：作期I=6月16日（①～③のみ）

作期Ⅱ＝7月12日（①～④）

無処理区定植日：作期I=5月27日

（発根適温期：6月16日定植区の対照）

作期Ⅱ＝6月28日

（高地温期：7月12日定植区の対照）

c.低温寡照期の加温条件と補光の効果

供試品種：‘ルレーブ，‘マイアミ，‘アカプル

コ’‘マルコポーロ，‘コンアモーレ，‘スタ一

ゲイザー，（1区8～10球2反復）

試験処理：夜温15.18.20℃，

夜温18℃補光8時間，同16時間

（昼温は夜温十5℃以上とし、補光は300Wナ

トリウムランプを2㎡あたり1灯設置）

解凍条件：5℃・7日間

催芽条件:15℃19日間（定植日:9月30日）

試験成績

a、遮光ネットは葉焼けの軽減効果を有し、短茎開

（4）花ユリの抑制栽培における安定生産技術

一高品質安定生産技術の確立一（106130）

試験期間：平成8年～11年

担当科：花き第一科

目的

ユリの抑制作型におけるオリエンタル・ハイブリ

ッド主要品種の特性と高温期および低温寡照期の栽

培管理法について検討する。

試験研究方法

a.高温期の温度管理法

供試品種：‘スターゲイザー，‘アカプルコ，

（1区20球・2反復）

試験処理：遮光ネット（タイレン遮光ネット・遮光

率75％），不織布（シルバータフベル，パオパオ90)

深植（慣行+5cid).白黒マルチ’プレルーティ

ング（解凍後の催芽条件が18日間）

定植日：7月5日

（プレルーティング区のみ7月16日）

解凍条件：5℃・2日間

催芽条件:13℃・7日間

b.凍結貯蔵球の催芽処理法と発根促進法の確立

供試品種：‘ルレーブ，‘アカプルコ，‘カサブ

ランカ，（1区20球・2反復）
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‘カサプランカ’は比較的順調な生育であったが葉

やけの発生は少なく、催芽処理間の差は認められな

かった（表1）。

c.低温寡照期は夜温15～18℃（昼温は+5℃）で

栽培した場合に切花品質が比較的良く、夜温20℃で

は到花日数は短くなるが、ボリュームの減少が認め

られた。補光の効果については到花日数の短縮とボ

リュームの増加、ブラスチングの軽減に有効であっ

花が著しい‘スターゲイザー,では節間伸長を促進

する効果も認められた（図1，2）。また、深植や

白黒マルチ、プレルーティングを行うことも葉焼け

の軽減に有効で、特にプレルーティングによる効果

が大きかった。採花後に上根の乾物重を測定したと

ころ、根重が大きいほど葉やけの発生が少なかった

（図2）。

b.催芽処理の試験では生育が旺盛でなかったため、

作期Iでは葉やけの発生が全く認められず、作期Ⅱ

においても催芽の有無に関わらず発生は少なかった。

た（図8～5）。

表1作期・催芽処理ごとの切花品質

アカプルコ カサブランカ

作期催芽平均切花長切花重花曹数葉焼け採花率平均切花長切花重花曹数葉焼け採花率

処理採花日cmg 株率％％採花日cmg 株率％－－％－

無
①
②
③

8／968．768．23．20．0100．08/1668．5123．13.40.0100.0

8/1564．862．82．60．097．58/2366．6113．23．00.0100.0

8/1466．865．12．80．092．58/2368．6114．13．10.0100.0

8/1564．563．82．70．087．58/2371．1121．53．20．097．5

１
１
１

I

無
①
②
③
④

8/2962．451．72．10．095．09／781．1146．13．30．0100．0

9／463．853．81．82．695．09/1582．0145．23．15．197.5

9／664．251．21．85．197．59/1482．4134．92．90．095.0

9／562．649．01.80.097.59/1580.1128.22．70.0100.0

9/264.653.91.80.092.59/1478.9132.02.90.097.5

ll

ll

lI

lI

|’

葉焼け株率：葉焼けが発生した株の割合採花率：花曹数1以上の株の割合
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図5夜温･補光と切花重の関係
（平成10年度）

試験処理(夜温･補光）

図4夜温･補光と切花長の関係
（平成10年度）
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（5）トルコギキヨウの秋季出荷作型の開発育苗法：加温温室（15℃～）使j

(106131）200穴セル、市販床士（プラ

ー品種特性一ス）使用も

試験期間：平成8～11年かん水法一底面給水

担当科：花き第二科定植期：6月28日、

目的施肥量:N・P205．K20－各2

全国的に出荷量の少ない秋季（10～11月）に栽植密度：ベッド幅100cm，通路6(

出荷する作型開発のための、育苗、栽培管理、植え(12*12cm)、3,125株/a

品種、施肥条件を明らかにする。加温開始：10月4日(15℃～）

秋季出荷作型に向く品種特性を検討する。d.調査方法

試験研究方法定植後の生育経過（出雷、開花始l

a.供試品種:20品種期等）、採花時の生育（切り花長・総』

b.試験規模等）、品質（分枝数、花雷数、花色等）

1品種12株、2反復

c.栽培条件

は種期：5月1日

表－1生育・品質調査（平成11年、5月1日は種）

育苗法：加温温室（15℃～）使用、

200穴セル、市販床士（プラグエー

ス）使用も

かん水法一底面給水

定植期：6月28日、

施肥量:N・P205．K20－各2kg/a

栽植密度：ベッド幅100cm，通路60an，6条

植え(12*12cm)、3,125株/a

加温開始：10月4日(15℃～）

d.調査方法

定植後の生育経過（出雷、開花始め、開花

期等）、採花時の生育（切り花長・総重、茎径
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花弁

色

品種名 採花期

月．日

態#ら採花ま

で暇日

切り花

総重g

切り花

長cm

分枝数 節数 有効花

雷数

葉先枯

8/12%

桃

(覆）

(八）

ｱﾛﾊﾗｲﾄピンク

あすかの薫

つくしの春

あすかの小桜

マイテレディ

さとの粧

ｱｸﾘｱピンク

9．4

9.10

9．20

9．25

9．10

9.15

9．9

８
４
４
９

６
７
８
８

74

79
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３
９
４
６

４
４
ａ
２
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3．3
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10.4
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一
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別
一
，
０
－
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一

一

口

一

紫

(覆）

ﾆｭー ｽﾓー ﾙｲｵﾚｯﾄ

あすかの雫

あすかの空

あずまの波

エクセルマリン

ﾗﾁﾅイオレット

9．7

9．8

9.13

9．2

9．3

9．13

71

72

77

66

67

77

66.1

56.4

35.9

60.7

55.7

57.8

80.4

71．1

70．6

67.9

82.9

79.9

4．6

4．3

2．6

4．4

3．5

3．5

10．2

10.2

9.0

9．5

10.3

11．6

15．5

17．9

6．9

18.3

13．4

10．2

54

29

－

４
－
４

一一

29

17

白

(八）

あすかの新雪

天竜ホワイト

ダイヤモンド

ｴｸﾛー ｻﾎﾜイト

エースﾎﾜｲﾄ

9.17

10.3

9．7

9.18

9．22

81

97

71

82

86

41．9

46.5

58.6

61.0

53.8

62.5

58.8

75.8

62.2

71.6

3.1

3.0

2.8

3.0

3.5

9．5

10.0

10．7

9．3

10.6

8．6

6．9

12．1

9．2

8．5

８
０
－
０
０
０

一一

黄 あすかの調 9．22 86 70.0 75.1 3.4 10.0 8.1 79

他 あずまの萌黄 9．8 72 61.1 72.0 4．4 10.4 16.4 58



試験成績

a.早晩性：供試した20品種全て採花期に達し

たが、「天竜ホワイト」を除き9月中の採花期

となった。品種による早晩の差はあったが小さ

かった。「あずまの波」が9月2日で最も早く、

｢エクセルマリン」「アロハライトピンク」「ニ

ュースモールバイオレット」「ダイヤモンド」

｢あずまの萌黄」「あすかの雫」「ペアクリアピ

ンク」が9月9日以前と早かった。この3年では

最も早い採花期となった

b.切り花長:80mを越えたのは、「ペアクリア

ピンク」「エクセルマリン」「ニュースモールバ

イオレット」で、70cm以上は13品種であった。

c・分枝数：4本以上は、「あすかの薫」「ニ

ュースモールバイオレット」「あずまの波」「マ

イテレディ」「あずまの萌黄」「アロハライトピン

ク」「あすかの雫｣の7品種、3．5本以上は4品種

であった。

d・有効花雷数:15個以上は、「アロハライトピ

ンク」「あずまの波」「あすかの雫」「あすか

の薫」「あずまの萌黄」「ニュースモールバイ

オレット」の6品種、12個以上は2品種であっ

た。

e・葉先枯れ：8月12日の調査で、発生に品種

間差が見られた。「マイテレディ」「あすかの

調」は70％を越え、50％台2品種、20％台3品

種の発生があった。また。発生の認められない

品種も6品種あった。しかし、いずれも採花時

には問題とならなかった。

f・その他：定植時の苗質は株径で2.0cm～5.8

mと差が見られた。出雷は8月7日前後より始

まり、全て8月中に出雷始めとなった。切り花

総重は36g～74g，節数は9.0節～11.6節、花径

は4.1cm～8.1cm、茎径は3.9m～5.4皿、花弁強

度は指数で3～5と品種差が見られた。ロゼッ

トの発生は認められなかった。色流れはほとん

ど発生しなかった。

（6）トルコギキョウの秋季出荷作型の開発

(106131）

－短日処理の効果一

試験期間：平成8～11年

担当科：花き第二科

目的

道内の秋季採花栽培における、短日処理の効果

について検討し、栽培の一助とする。

試験研究方法

a.は種期別の生育

は種期:4/12，4/21，5/1，5/10，5/19

定植期:6/11，6/17，6/28，7/6，7/12

b.育苗、定植後の短日処理効果

処理区：（育苗・本圃）、1．無処理、2．

（短・無処理）、3．（短・短;20日）、4．（無。短

;30日）、5.(短・短:30日）、6.(短・短;40日）、

短日処理：トンネル遮光:100%シルバーポ

リフイルム（日長8h．9時～17時）、は種期

5/1，5/15、定植期6/28，7/12

試験成績

a.は種期別の生育

5月中旬以降は種の生育、品質が劣る結果と

なった。秋採花栽培のは種期は、開花時期を考

慮しなければ、5月上旬までがは種の適期と考

えられる。

b.育苗、定植後の短日処理効果

育苗（15℃～）での短日処理で、開花期の抑

制、切り花重・長、茎径の増加等認められ、育

苗中、並びに定植後の短日処理で、秋採花栽培

で問題になる早期開花とそれに伴う形質不足が

改善された。すなわち、短日処理により1ヶ月

以上の開花抑制が可能である。①品種では中生

で処理の効果が高い。②は種期は5月上旬、育

苗短日処理(15℃～、8h日長）と、定植後短

日処理(8h日長）とする。③[育苗短日処理｝

で7日前後、［育苗十定植後20日短日処理}か[定

植後のみ30日短日処理]で20日前後、［育苗十定

植後30日短日処理}で30日前後、｛育苗十定植後

40日短日処理]で50日程の開花抑制が可能であっ

た（表1，2，図1）。
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（9）宿根かすみそうの作型に対応した品質

改善技術(106133)

－作型に対応した鮮度保持技術の確立一

試験期間：平成9年～11年

担当科：花き第二科

目的

宿根かすみそうの仕立て法や水分管理法が

花持ち性に及ぼす影響を明らかに、栽培法に

対応した鮮度保持法を検討する。

試験研究方法

a.仕立て法と「老け花」抑制：

a)多茎仕立て栽培(8本、12本仕立て)、慣行

栽培(4本仕立て)b)品種：「ブリストル

フェアリー｣、「雪ん子」（花き第一科栽

培)c)保鮮剤等による処理・前処理

剤/STS系5種、非STS系2種､濃度高、標

準、低・後処理剤/糖を含む製剤4種、

殺菌剤を含む製剤1種、砂糖、ブドウ糖

・雷開花剤/カーネーション用3種d)輸

送シミュレーション:5,10,15,20,25,プログ

ラム変温、段ｰﾙ箱e)調査方法/重量、

頂花ユニットの小花の全開、半開、雷、

「老け花」数割合f)供試本数1区2～

10本

b.水分管理法と「老け花」抑制：

a)水分管理法隔離床栽培、遮根シート

栽培、高畦(慣行)栽培（土壌肥料科栽培）

b)品種「ブリストルフェアリー」c)仕

立法4本仕立てd)その他はaに準じた。

c・保鮮剤等の利用による「老け花」抑制：

a)品種「ブリストルフェアリー｣、「雪ん

子」

b)栽培法慣行4本仕立て

c)その他はaに準じた。

試験成績

a.仕立法と「老け花」

a)8月19日、9月1日採花の「ブリストル

－47－

フェアリー」では、8本、12本仕立て区は

慣行区よりも保鮮剤処理ならびに水挿しに

よる重量増加が大きく、保鮮剤処理終了時

の「老け花」割合は少なかった。また、か

すみそう専用保鮮剤にしょ糖を2.5％加え

た処理では、水挿し7日後の「老け花」発

生抑制効果がさらに高まった(図-1)。

b)10月7日採花の「雪ん子」は、KFK・20倍

処理またはOP-10倍処理により、8本仕立

て区、12本仕立て区ともに慣行区よりも全

開花が多くなり、かつ、「老け花」の発生

も抑制された(図-2)。

b.水分管理法と「老け花」

a)6月28日採花の「ブリストルフェアリー」

では、採花後の保鮮剤処理における重量増

加は、遮根シート区は隔離床区、高畦区よ

りも大であった。輸送シミュレーション後

の水挿しによる重量増加は、遮根シート区、

隔離床区ともに高畦区を上回った(図-3)。

水挿し2日目以降の開花割合は、遮根シー

ト区、隔離床区はほとんど進まず、高畦区

は漸増した。隔離床区は、高畦区よりも

「老け花」割合は低かった(図-4)。

b)10月15日採花の「ブリストルフェアリ

ー」では、輸送シミュレーション後の重量

減少は、高畦区が大であった。水挿し1日

後の重量増加は遮根シート区が大であった。

「老け花」割合は水挿し1日後には遮根シ

ート区、隔離床区では増加は認められなか

ったが、高畦区では急増した(図-5)。

c)「雪ん子」の「老け花」抑制のためには、

STS系保鮮剤による標準濃度処理が有効で

あった。輸送中の重量減少と「老け花」発

生を抑制するためには、ポリエチレンフィ

ルムまたは有孔二軸延伸ポリプロピレンに

より袋詰め、被覆またはライナー包装し、

5～10℃で輸送することが望ましいと考え

られた(図-6,7)。





(10)移出野菜・花きの鮮度保持・輸送技

術(108144)

一鉢花（シクラメン）の長距離輸送

技術一

試験期間：平成8～11年

担当科：花き第二科

目的

シクラメンの道外移出においては、輸

送中に灰色かび病により花弁に暗黒色ない

し灰白色の斑点（花シミ）が発生し商品性

を喪失する事故が起きることがあり大きな

問題となっている。このため、花シミの発

生条件を解明し、防止法を明らかにする。

試験研究方法

a.温度・湿度条件:5，10，15，20，

25℃50～60，70，90，100%

b.通風：有、無(0.05mmポリエチレン袋

で被覆）

c・水滴付着持続時間l、3，6，12，24

時間

d.灰色かび病胞子密度:1.0×10*、1.0

X10*、1.0×lO"，1．0×10*，1.0×10*，

0個／・の胞子液(病虫科調製)を鉢当り

lOgハンドスプレーにより花弁に噴霧、

対照は水道水供試品種は「ハイライト

（赤)」、4号鉢(藤島園芸より購入)、l区3

～5鉢

e.調査方法:花弁上の花シミ発生程度を

観察により判定、無0～激5の6段階

試験成績

a.温度・湿度条件:花シミの発生に対す

る温度の影響は小さく、10～11月出荷に

おける実際の輸送温度である10～20℃の

範囲では大きな差は生じなかった。

湿度の影響はきわめて大きく、胞子液

噴霧後直ちに通風のない状態で相対湿度

－49－

を90%以上に保つと24時間以内に著しい

発症が認められた。しかし、高湿度であ

っても通風があり水滴が短時間で消失す

ると、高密度の胞子液が付着しているに

もかわらず花シミの発生は著しく減少し

た(図-2)。また、高密度の胞子が付着し

た花弁は水蒸気が飽和状態の環境下にお

かれると花シミ発生が進行した。相対湿

度70%以下では発生は僅かであった。

b.胞子密度:水滴の付着が持続する条件

下では、胞子密度1.0×10個では水と同

程度であったが、1．0×10*個では2日後、

1.0×10*個では1日後から花シミの発生

が目立った(図－3)。花シミの発生を防止

するためには胞子密度を一定水準以下に

抑えることが必要と考えられる。

c.水滴付着時間:高密度の胞子液を噴霧

した場合でも花弁上に水滴状態で残る時

間を短かくすると花シミの発生は抑制さ

れた。本試験においては、花シミの発生

は水滴付着時間がが6時間以内では少な

く、12時間以上では著しく多くなった

（図-4).花シミ発生防止のためには花弁

への結露防止が重要であると考えられた。

d.シクラメン輸送における「花シミ」発

生防止の指針をまとめた（表-1)。



表－1ｼｸﾗﾒﾝの輸送における灰色かび病(｢花シミ」)発生防止の指針

栽培･出荷時:花弁の胞子密度を低下させる

1.湿度’70％を目標とする

輸送時:花弁に水滴を付けない

1.温度10～20℃

･除湿機､加温機を活用する
．送風機により空気を撹枠する

･結露を防止するため車内温度
を露点温度以下にしない

2.栽培管理・枯葉､老化花を除去する
・灰色かび病の防除を徹底する

2.湿度管
理と結
露防止

70％を目標とする

４

･除湿機を装備する
.送風機を装備する
．外気導入により通風換気する
(ベンチレータを装備する）
･ドアを開放し換気する

3.出荷 ･直前の潅水は控える
．潅水､降雨等により水滴が付いた
ときは完全に乾燥させてから積み
込む

図－1温度･湿度･通風の有無と｢花シミ｣発生程度

ロ胞子液噴霧2日後

日胞子液無噴霧2日後１
１

口胞子液噴霧1日後

口胞子液無噴霧1日後

ロ胞子液噴霧3日後
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表3主な親系統の固定度 （ )はC.V.(%)

6月1日 糖度1果重
雛

餓系統･品種名

つる長

(cm)

葉数 第10葉葉長

(cm) (g) (Brix)

Ill．7(6.2)

Ill．0(5.5)

115.0(5.2)

100.1(5.0)

24.6(2.7）

24.6(2.4）

21.9(2.2)

24.6(3.4）

14.4(4.6)

14.8(2.7)

14．6(4.2)

16.6(3.4）

FaRt754191-12

FsRt754191-17

FaRt754438-ll

解ﾒﾛﾝ中剛椴1号

995(10.9)

1086(7.9)

1132(12.1)

1227(11.9)

13.8(11.3)

15.2(3．3)

13.1(5．9)

11.7（5．1）

表4汁液接種による接種葉における病斑形成およびELISA検定結果

品種・系統 供試個体数発病個体数E1ISA検定’

AP10-7

KP4-10-3-8

Perlita×KP4-10-3-8

PMR5

NKR

安濃1号

久留米2号

２
１
１
４
４
２
２

２
１

０
０
０
０
４
２
１

一
一
一
一
十
十
十

'各品種・系統1個体の接種葉をサンプルとして使用。＋；陽性、－；陰性。

（2）高品質・病虫害抵抗性メロン品種の育成試

験(108012)-Fi組合せ能力検定試験一

試験期間：平成7年～11年

担当科：野菜第一科

試験研究方法

表1供試系統および栽培概要

目的

高品質で病虫害に抵抗性を持ち、北海道で安定

して栽培できる緑肉品種育成のため作出した親系

統のF.組合せ能力を検定する。

試験名 検定

系統数

標
品
準
種
作型 定植

期

(Jl/B)

栽植

距離

(cm)

1区反復箆肥量(kg/a)
面積数NP2O5K2O

（j）

生産力検定予備試験

組合せ能力検定試験
7ｷﾝｸﾞﾅｲﾝ無加温半促成4/23270X756.1
10〃〃〃〃4.1

0．92．01．7

0．92.01.7

１
１

整枝法：這い作り子づる2本一方向整枝、株当たり着果数：4果、目標着果節位：8-12節。

試験成績

a.生産力検定予備試験

供試した7系統のうち総合的な評価が高かった系

統は｢99X-2｣のl系統のみであった。

「99X-2J:標準品種より食味・肉質は優れるが、

果形がややいびつであり、裂果も見られた。

b.組合せ能力検定試験

供試した10系統のうち総合的な評価が高かった

系統は｢99Xc-2｣｢99Xc-5｣｢99Xc-6｣｢99Xc-7｣｢99Xc-

8｣｢99Xc-9｣の6系統であった。これらの系統はいず

れも親系統｢M12-35241｣を片親としており、「M12-

35241｣は一般組合せ能力に優れることが確かめら

れた。「M12-35241｣を片親として用いることで、そ

のFiはネット密度が高く、糖度と食味が比較的高

くなる傾向があることが明らかになった。また、

｢Rt754｣｢Rt-12｣｢Rt-17｣は同じ基礎集団から選抜さ

れた親系統であるが、これら3系統も比較的組合せ

能力が高かった。これらの3系統は、品質に対する
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生産力検定試験結果（2）表2－2

価果皮色Iネット9良果h

－－収量

収鯛過雛密度盛上(kg/a)

評平均果径

1果重比

(g)/

貼
比

C

内部外部系統

品質品質総合品種･系統名作型

無加温半促成

空知交10号

キング ナイン

クルーカﾞ一

めろりん

空知交9号

371

209

255

369

388

178

100

122

176

186

３
１
２
５
１

●
●
●
●
●

３
２
３
４
４

２
１
６
０
８

●
●
■
●
告

３
２
３
３
２

５
０
５
０
０

●
●
●
●
●

４
３
４
５
５

3.41.54.52.0

3.31.52.63.2

3．11．74.33．5

2.11．04.82．1

3．71．54.73．9

2005

1302

1732

2062

2127

1.05

1．12

1．07

1.11

1.13
■■■■一一■■一一一一一一■■一一-一一一一ーーーー一ー一一一‐一一一一-一一‐ｰー‐‐‐一一一一一■■ーーーー－－－－■■ー■■ーーーー一一一一一一■■－－■■■■ー■■-一一‐一一一■■-■■ー■■‐■■一一

ﾊｳｽ抑制

慣行空知交10号

キング ナイン

無農薬空知交10号

キング ナイン

２
８
０
２

●
●
●
●

３
１
３
１

０
０
０
０

●
●
●
●

５
３
５
３

3．02.22．92.4

2．01.62.52．1

3．02.83.92.0

3.23．01.41．1

190

37

75

0

519

100

７
９
８
０

ａ
Ｌ
２
１

1923

1495

2278

1181

1.02

1．07

1．03

1．13

一
一

f:l(黄)-2(灰緑)-5(濃緑)、g:0(無)～5(密・高)、
h:糖度の基準はﾊｳｽ半促成が12.0度以上、ﾊｳｽ抑制では11.0度以上。

（4）メロン赤肉品種の早期開発試験(Ⅱ）

（601141)－親系統の育成試験一

試験期間：平成10年～14年

担当科：野菜第一科

試験研究方法

a.個体選抜

表1供試集団および栽培概要

目的

民間種苗会社との共同研究により、高品質で耐

病性にすぐれ、北海道で安定して栽培できる赤肉

品種育成のため親系統を作出する。

整枝法集団 集団数供試個体数作型 定植期名

F2集団

F4集団

F6集団

這作り1株2果どり
〃

ﾊｳｽ半促成
〃

4月16日202

30

40

1

3

1

〃

〃〃 〃

b.親系統の固定度検定

検定系統:rDkg'9182j(空知交9号花粉親)、標準

品種：「ﾒﾛﾝ中間母本農1号」、供試個体数：10個

体/系統、試験方法：乱塊法2反復、作型：無加温

半促成、定植期：4月30日、整枝法：立作り1株1

試験成績

a・個体選抜

F2集団からは6個体、F4集団からは5個体、

F･集団からは1個体を選抜し、それらから自殖種

子を得た。

b・親系統の固定度検定果どり

｢Dkg'9182」の固定度は、標準品種「ﾒﾛﾝ中間母

本農1号」に比較して遜色ないものと考えられた。
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した食味であった。糖度も標準品種より高かった。

1果重が大きく、良果率が高いため良果収量は多

収であった。日持ち性には優れるが、追熟中にわ

ずかながら発酵する果実がみられた。また、むだ

づるの発生が少なく、うどんこ病の擢病もみられ

なかった。

b.組合せ能力検定試験

供試した5系統のうち総合的な評価が高い系統は

「99RX-8J:両性花着生率、着果率ともに高く、

果実の成熟日数は標準品種と同等であった。1果

重は標準品種よりやや大きいが、ネット密度や盛

り上がりは同程度であった。果皮色は濃緑色で標

準品種の灰緑色との区別性は高かった。果形は標

準品種と同等で｢やや長球｣であった。果肉色は標

準品種よりやや淡いが、標準品種より果肉が厚く、

皮目(かわめ；果肉の皮際にある緑色の層）は薄か

った。食味は赤肉臭がほとんどなく、あっさりと なかった。

表2生産力検定予備試験および組合せ能力検定試験結果（無加温半促成栽培）

糖度食味bうどんこ舟‘椛妬d良果系統b
良否擢病多少収量総合
程度評価

(Brix)(kg/a)

両性着果成熟平均
花着率日数1果
生率重

(%)(%)(0)(g)

ネット日もb
密度｡ち性品種･系統名

（組合せ早x⑦）

99RX-1(G51XF3R)100
99RX-2(G50XR85)87
99RX-3(G51XF3R)100
99RX-4(G51XR85)100

99RX-5(DKgXF4)93
99RX-6(DKgXF3R)95
99RX-7(Rt-17XRC)97
99RX-8(Rt-17XF4)100
99RX-9(Rt-17XF3R)97
99RX-10(Rt-17XR85)96
99RX-ll(Rt-12XF3R)100
99RX-12(Rt75XRC)100
99RX-13(Rt75XF4)93
99RX-14(Rt75XF3R)96
99RX-15(Rt75XR85)77
99RX-16(MKXF3R)100
99RX-17(MH16XF3R)93
99RX-18(F3RXRC)93
99RX-19(F3RXR85)100
99RX-20(R85XF4)87
99RX-21(R85XF3R)91
99RX-22(F4XRC)100
99RX-23(RCXF4)100

99RXc-l(5EXF3R)100
99RXc-2(5EXR85)91
99RXc-3(M12XRC)85
99RXc-4(M12XF3R)90

99RXc-5(M12XR85)80

標準ルピアレッド100
参考ビユーレッド98
〃レッド11394

〃摩周レッド96
〃空知交8号99

０
０
０
０
０
０
０
５
０
５
０
０
０
５
０
０
０
０
０
０
５
０
０

心
●
●
●
●
●
●
●
●
、
◆
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
３
４
１
３
２
２
４
４
２
３
２
４
３
３
３
３
２
１
３
２
２
２

４
７
２
０
２
５
７
６
７
６
５
１
１
４
７
０
２
４
８
６
８
７
４

７
０
１
７
４
６
１
２
９
１
０
１
０
１
８
７
９
５
９
５
１
９

２
３
３
２
２
２
４
３
３
３
３
４
３
４
２
１
１
２
２
１
２
１

６
０
８
０
０
０
３
０
０
０
５
３
０
０
０
７
６
５
０
０
０
３
３

９
０
８
０
０
０
８
０
０
０
９
８
０
０
０
９
９
７
０
０
０
９
９

１
１
１
１
１
１
１

１
１
１

１
１
１

２
８
０
３
５
０
０
３
４
６
０
０
０
８
８
４
０
０
０
２
３
０
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
の
句
●
。
。
●
■
●
●
●
●

４
４
３
４
３
３
３
４
３
３
２
３
４
２
３
２
２
２
２
４
２
２
２

０
６
９
５
９
３
５
４
２
７
３
５
３
５
２
７
６
２
８
２
３
１
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
◆
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

３
２
４
１
２
３
４
４
６
２
４
５
４
４
３
４
６
５
３
２
３
４
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

２
７
６
５
０
７
０
０
０
０
４
０
２
３
３
８
０
８
３
２
４
５
０

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
。
白
●
●
●
●
●

３
３
３
１
３
２
４
４
３
３
３
３
３
３
３
３
４
３
３
３
３
３
４

４
４
０
０
０
４
０
０
１
０
１
０
０
０
０
２
４
０
４
０
４
０
０

’
２
１
１
２
２
１
１
１
１
２
２
１
２
２
２
３
２
２
２
３
２
２

８
９
８
７
９
０
０
８
６
９
２
５
０
８
１
４
６
４
０
０
９
６
６

５
５
５
５
５
６
５
５
５
５
５
５
６
５
６
５
５
４
６
６
５
４
４

1852

2332

1582

1953

2361

1654

1620

2106

1808

2004

1595

1663

2267

1681

2110

1547

1305

1180

1565

1801

1595

1196

1177

５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５
５

■■－一一一一一一一一一ー‐ーー‐一一一一一一一一一一‐‐‐一一一一-一一ーｰーー‐ー■■ー■■ーー--■■ー＝ーーー■■■■■■■■■■■■ー■■■■一一一■■

０
０
０
０
０

●
●
●
●
●

２
２
１
２
３

100

100

78

100

100

９
１
６
５
６

５
６
４
５
５

1488

1866

1393

1688

2233

３
８
０
０
０

●
●
●
●
●

２
３
３
４
４

12.4

11．8

12．1

14．9

12．1

５
０
０
７
３

●
ｅ
●
●
●

２
２
２
２
３

０
０
０
４
４

２
２
４
４
３

184

138

275

292

147

５
５
４
５
５

一一ーーー一一一一一一一一‐‐一一一‐‐■■一一‐一一‐一一－一‐ー一-一------ー一一一一ー一一一一一■■■■ー■■ー■■一一一一ーー

０
８
０
０
８

●
●
●
●
●

３
２
３
４
２

315

299

239

274

435

６
０
４
９
０

９
８
９
９
０１

1902

1721

1611

1686

2202

０
３
６
０
８

●
●
●
●
●

４
４
３
３
４

12．8

13．4

12．3

13．3

13.7

９
１
８
０
６

●
●
●
●
●

２
３
２
３
２

３
５
２
２
２

７
８
１
２
９

５
５
６
６
５

５
５
５
５
５

１
４
４
４
０

生産力検定予備試験:r99RX-l｣～｢99RX-23｣、組合せ能力検定試験:r99RXc-l｣～｢99RXC-5」
a:l(粗)～5(密)b:l(不良)～5(良)c:0<無)-4(甚）
d:摘果期以降に伸長する不必要な蔓､1(少)～5(多）
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（6）メロン赤肉品種の早期開発試験(Ⅱ）

（601141)－育成系統生産力検定試験一

試験期間：平成10年～14年

担当科：野菜第一科

目的

民間種苗会社との共同研究により育成したF.系

統について育成地での生産力とともに各地域での

適応性を検討し、新品種育成のための資料を得る。

試験研究方法

表1供試系統および栽培概要

作型 検定系統標準品種定植

期
栽植距l区面反復施肥量(kg/a)
距離(cm)積(㎡）数NP2O5K2O

無加温半促成
〃

ハウス抑制

赤肉

緑肉

赤肉

号
号
号

８
９
８

交
交
交

知
知
知

空
空
空

ﾙﾋ゚ｱﾚｯﾄ゙

ｷﾝｸ゙ﾅｲﾝ

ﾙﾋ゚ｱﾚｯﾄ゙

4/23

4/23

7／9

75X270

75X270

80X300

６
６
６

●
●
●

８
８
９

２
２
２

９
９
９

●
●
●

０
０
０

０
０
０

●
●
●

２
２
２

７
７
７

●
●
●

１
１
１

整枝法：這い作り子づる2本一方向整枝、

目標着果節位：8-12節
株当たり着果数：半促成;4果、抑制;3果、

試験成績

無加温半促成栽培：定植から果実肥大中期頃(7

月上旬)までは比較的順調に推移したが、果実の成

熟期(7月中旬)から収穫期(8月中旬)にかけて異常

な高温となり、全体的に糖度の上昇が不足となっ

た。着果期以降にうどんこ病の発生が見られた。

ハウス抑制栽培：栽培期間全体を通して高温傾

向であった。着果期前(8月上旬)からうどんこ病と

ワタアプラムシの発生が見られた。

「空知交8号」（赤肉系統）の成績概要は以下

の通り。

無加温半促成栽培：標準品種対比で、1果重が

大きく、果形はほぼ正球であるがやや肩がこける

傾向があった。成熟日数は2日長く、日持ち性にも

優れていた。ネット密度はやや高いが、ネットの

盛り上がりはほぼ同程度であった。糖度はやや高

かったが、果肉色がやや淡く、食味もやや劣った。

1果重が大きい以外は標準品種より特に優れた点

はなかった。

ハウス抑制栽培：標準品種対比で、両性花着生

率および着果率が高く着果性は優れた。1果重が

大きく、ネット密度も高いが、果形がやや扇平で

あったため外部品質の評価はやや劣った。果肉色

は淡く、糖度は高かった。標準品種に高温の影響

と思われる食味異常果が発生したため、標準品種

の良果収量が極めて少なかった。そのため「空知

交8号」は、標準品種に比較して良果収量、系統

の総合評価ともに優れる結果となった。

総合すると、無加温半促成における評価は標準

品種よりやや低く、ハウス抑制における評価は標

準品種より優れるが市場性を考慮すると果形に大

きな問題点がある。したがって「空知交8号」の

実用品種としての評価は、両作型ともにやや低い

と判断された。

「空知交9号」（緑肉系統）は、無加温半促成

栽培のみでの検定であったが、1果重が大きく、

ネット形質が優れるが果形がやや長球であった。

糖度はやや低いが食味の評価は高かった。日持ち

性にみ優れ、多収であった。

総合すると、多収で良食味の系統として期待さ

れるが、果形が長球である点についての検討が必

要と思われる。
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表2地域適応性検定試験結果

ﾈｯﾄb
密度

総合‘
評価

鵡師作型蹄･系脇

第8節｡着果成熟平均果径
開花日率日数1果重比

(H/B)(%)(B)(g)m)

糖度食味。良果
良否収量

(Brix)(kg/a)

上ill鰍馴群砿

服鰍馴瀞剛

士Mホ馴瀞賊

謝削馴群賊

月＃町馴瀞徹

雨竜町馴群砿

県員セハウス畑

共和、ハウス鯛

平均値馴群賊

￥均値ハウス鯛

空知交8号6/221005223301.07315.524473
ルヒ・アレットﾞ6/211005121101.02314.833803

空知交9号6/211005224101.19414.944984
キンクﾞナイン6/2110052.18901.18315．233823

空知交8号7/16565015370.97-12.03.22124
ルヒ・アレットﾞ7/16384818330.99-10.53.01723

空知交9号7/16314916381．10-12.03．31624
キンクﾞナイン7/18404815731.14-12．93．01153

空知交8号6/141004922081．02313．03．42772
ルヒ・アレットﾞ6/141005121141．03311.83．03533

空知交9号6/17955720221.07411．122903
キンクﾞナイン6/171006016091.12313.632403

空知交8号6/211005220170．91311.6201
ルヒ・アレットﾞ6/201005119801．03313．03323

空知交9号6/221005220941.27415.841104
キンクﾞナイン6/24885115501.32315.03713

空知交8号6/91005322001．01414．62.84883
ルヒ・アレットﾞ6/101004915801.05314.73．03123

空知交9号6/151005017601.24315.43.51712.5
キンクﾞナイン6/151005015801．18314.53．02783．0

空知交9号5/21905217361.05413.633143
キンクﾞナイン5/221005112331．08315.132073
クルーカﾞ－5/231004814601．01313.222794

空知交9号6/2905219731.22413.643874
キンクﾞナイン6/1955115691．21314．433083
クルーカﾞ一6/2905015831.11313.643103

空知交8号8/2795219180.93213．033414
ルヒ・アレットﾞ8/3875216201.01311.931593

空知交10号8/2675220691.04513.423705
キンクﾞナイン8/1665118061．13312．733163

空知交8号8/9805122500.91314.721762
ルヒ・アレットﾞ8/7934420300.96315.032083

空知交10号8/8935115701．00315.131882
キンクﾞナイン8/9975117701．05314．732203

空知交8号6/22915120581.003.313.32．72452.6
ルヒ°アレットﾞ6/22885019231．023．013.03.02503．0

空知交9号6/16875219481.163.813.83.42763．5
キンクﾞナイン6/17885215721．183．014.43.02293．0

空知交8号8/6805220840.922.513．92．52593．0
ルヒ°アレットﾞ8／5904818250．993．013．53．01843.0

空知交10号8／5805218201．024．014．32．52793．5
キンクﾞナイン8／5824817881．093．014．93．02683．0

a:訓子府町は着果が確認された日、b:0(無)～5(密)、c:l(不良)～5(良）
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（8）新レース発生に対応したメロンつる割病総

合防除対策試験(108143)一抵抗性台木品種の

育成一

試験期間：平成8年～11年

担当科：野菜第一科

目的

レースl,2yに対する抵抗性台木品種を育成する

とともに、土壌消毒及び生物防除法についても検

討し、総合的な防除対策を確立する。

試験研究方法

a・つる割病（レースl,2y)現地発生圃場における

抵抗性台木系統の生産力検定試験

A市(空知支庁管内）：台木系統；「空知台1号｣｢空

知台2号｣｢金剛1号｣、穂木品種；「赤肉キング

系｣、作型；無加温半促成（5月14日定植）

B市(上川支庁管内）：台木系統：「空知台1号｣｢空

知台2号｣｢金剛1号｣、穂木品種：「サッポロレッ

ド｣、作型：無加温半促成（5月18日定植）

b.花・野菜技術センター(未発生圃場)における

抵抗性台木系統の生産力検定試験

台木系統：「空知台1号｣｢空知台2号｣｢金剛1号」

穂木品種：「サッポロキングER｣｢ルピアレッド」

作型：無加温半促成（5月6日定植）

試験区：1区4株、2反復乱塊法

c.抵抗性台木品種育成試験

つる割病（レース1.2y、レース0)抵抗性個体の選抜

｢空知台1号｣のﾚー ｽ1.2y抵抗性レベルを維持し、よ

り草勢が強い台木品種の育成：供試材料；F37集

団(ATM)計1659個体

つる割病（レースl,2y，レース0)およびえそ斑点

病複合抵抗性個体の選抜：供試材料;F28集団

(ATP)計1168個体

つる割病（レースl,2y､レース0，レース2)およびえ

そ斑点病複合抵抗性個体の選抜：供試材料;F*4

集団(空知台2号×ATP)計681個体

検定方法：レース1.2yの接種はセルトレイを用い

た幼苗接種検定法、分生胞子の接種濃度は1.0×

10"個/ml

試験成績

a・生産力検定試験

試験経過：果実の肥大期から収穫期（7月下旬～

8月中旬)が高温で経過したため果実の糖度上昇が

妨げられ、いずれの試験でも供試品種全体に糖度

が低かった。「空知台2号」は、ﾚｰｽl,2y発生地、

未発生地ともに、「金剛1号」と比較して糖度が

やや高く、良果収量も多く、台木品種としての特

性は「金剛1号」よりやや優れると考えられた。

b.抵抗性F.系統の育成

ﾚー ｽl,2yについて接種検定を行い、計3508個体か

ら1次選抜で計138個体を選抜し、さらにそれらの

中から最終的に計47個体を選抜した。これらの個

体のﾚー ｽl,2yに対する抵抗性は｢空知台1号｣と同等

以上と考えられる。現在それらの個体から自殖種

子を採種中である。ﾚｰｽO、ﾚｰｽ2およびえそ斑点病

についての接種検定はそれらの自殖種子について

行う予定。

表1つる割病（レースl,2y)の発生地および未発生地における台木系統の特性

試験場所 台木品種穂木品種名発病株1果重
・系統名 率(%)(g) (簾)尋談雲》F…合

A市(発生地）空知台2号赤肉ｷﾝ系0241011.41823．04.54.0
金剛1号〃50219010.8392.03.03.0
空知台1号〃0157010．4562．03．02.0

－ーー■■一一一■■一一一-一■■‐■■■■一一一一■■一一一■■-■■－－－ーー一一一一－－－－■■‐一一一一＝重＝－－－－■■－－－－－－■■一一一一一一－－－－－■■－－－－－－－－－－－－－－

B市(発生地）空知台2号ｻｯﾎﾟﾛﾚﾂﾄﾞ021808.33673.32.03.0
金剛1号〃2523607.51913．52.03．0
空知台1号〃019998.62854.02.03.0

ー一一・■■■■一ーｰ■■■■ーー一■■■■I■■■■－■■､一一一一一一■■一一一■■－－－■■I■■■■一一一一.■■－－－－－■■■■一一一一一一一一一一■■.■■一一－一一一一一一一一一q■■一一■■■■･■■■■I■■■■－■■■■■■－－一

花･野ｾﾝﾀｰ空知台2号ｻﾂポﾛｷﾝｸﾞ駅－20479．0742．42．73．4
(未発生地）金剛1号〃20839.0642.02.33.0

空知台1号〃19289.51362.33.03.5

空知台2号ルピアレットﾞ194212.12073.22.83.6
金剛1号〃206711．61302．62．43．0
空知台1号〃194112．72633．53．23.9

a:A市;選果基準による優・良の規格の果実、B市;総収量、
花･野ｾﾝﾀー (ｻｯﾎ゚ ﾛｷﾝｸ゙ ER):Brixが10度以上の果実、花･野ｾﾝﾀー (ﾙﾋ゚ ｱﾚｯﾄ゙ ):Brixが12度以上の果実
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表2つる割病（レースl,2y)抵抗性の個体選抜結果

発病度別個体頻度選抜個体数
系統名432101次2次系統名

発病度別個体頻度選抜個体数

432101次2次

ATM1-110913400174

ATM1-5124300020

ATM1-9188800082

ATM2-2382720030

ATM2-3354740074

ATM2-430017630155

ATM2-5123410010

ATP-1104220021

ATP-8125300030

ATP-9107400041

ATP-1310314920196

ATP-16244741082

ATP-17119410041

ATP-181831030091

ATP-191016910135

鈴2号XATP2114310021

鈴2号XATP72225540117

鈴2号XATP14196341054

鈴2号XATP18115431053

空知台1号256880

金剛1号390000

合計33771306621013847

注)発病度：4(枯死)～0(無病徴）

（9）食用ゆりの新品種育成（108031）

試験期間：平9～13年

担当科：野菜第二科

目的

高品質（肌の白さ、球のしまり、甲高等）、多

収、病害抵抗性（りん茎さび症等）を持つ食用ゆ

りの新品種を育成する。

試験研究方法

a.交配

供試材料：「コネチカットキング」及び「白

銀」他。無加温ハウスで実施。

b，実生球の養成

a)平成10年交配(65組合せ）実生

播種期：3月14日（育苗箱使用、ハウス内）

b)平成9年交配(68組合せ）実生1年球

圃場定植：平成10年10月

c・個体及び系統選抜

a)個体選抜

供試材料：平成6年交配(101組合せ)の実生714

個体

定植期：平成10年10月。寒冷紗内で栽培。

b)系統選抜

供試材料：平成元年及び平成5年交配し、養成

した実生個体を平成9年に選抜。りん片繁殖で増

殖し、系統とした109系統。

定植期：平成10年10月一寒冷紗内で栽培。

d.生産力検定試験

供試系統：「空知1号」、「同2号」、「同3

号」。対照品種「白銀」。

試験規模：1区30球（種球重5～6g)2反復。

定植期：平成10年10月16日。

試験成績

a・交配

「コネチカットキング」を子房親として148点の

交配で85点の成熟朔果を得た。また、花粉親とし

ては129点の交配で成熟朔果は13点であった。

b.実生球の養成

平成10年交配、65組合せの種子を育苗箱に播種

し、秋にほ場に植え付けた。平成9年度交配､68組

合せの実生1年球養成し、秋に堀上げ、さらにほ

場に植え付けた。

c・個体及び系統選抜

a)個体選抜平成6年交配(101組合せ）の実生

714個体から葉先枯れやさび症などが少なく球形質

の優れた93個体を選抜し、りん片繁殖に移した。

b)系統選抜平成9年に選抜し、造成した109系

統から葉先枯れやさび症などの障害が少なく、球

の肥大性や球形質の優れた15系統を選抜し、りん片

繁殖にに移した。

d.生産力検定試験

「空知1号」および「同2号」は「白銀」に比

べ、肥大率はやや上回ったものの小球が多く、低

収であった。「同3号」は肥大率も高く、多収を

示したが、病害虫球数率がやや高かった。葉先枯

れ発生程度はいずれの系統も少なかった。りん茎

さび症の発病程度は同等からやや高かった6球表

皮の着色は「白銀」に比べやや早かった。

－64－





試験研究方法

a・実施場所

後志支庁管内真狩村

b.試験方法

供試系統及び対照品種「空知1号」、「同2

号」、「同3号」及び「白銀」。

試験規模1区30球2反復

植付期秋植え平成11年10月

試験成績一試験継続中一

（10）食用ゆりの地域適応性検定試験（108017）

－現地試験一

試験期間：平11～15年

担当科：野菜第二科

目的

花・野菜技術センターにおける新品種育成試験

で育成された有望系統について、道内の主要な食

用ゆり生産地域における適応性を検討し、優良品

種決定の資料とする。

雌株1株／コンテナ。雄株2株／コンテナ

d.温度設定一ミスト室一

植付け期から6月中旬まで夜間温度18℃、昼間

温度25℃。

6月中旬から7月中旬まで夜間温度20℃、昼間

温度30℃。

7月中旬から9月中旬まで夜間温度25℃、昼間

温度35℃・

ハウス内は25℃で換気､以外は成り行き。

試験成績

，雌株系統のいちよういも「デプ系」は、4月30

日植付けで4株中2株が未開花であった。5月10

日植えは4株中2株が未萌芽で残りの2株も未開

花であった。開花株の開花始は8月24日～9月7

日と遅かった。

雄株系統のながいも「十勝選抜系」は、ミスト

室内の株はいずれも未開花であった。ハウス内の

株の開花始は7月27日から8月2日で、屋外の株

の開花始は8月2日～18日であった。種いも重の

大小と開化との関係は判然としなかった。

雌株開花株に44点の人工交配を試み、18点の未

熟朔果と2点の成熟朔果が得られた。

（11）やまのいもの種間雑種によるウイルス病抵

抗性因子導入に関する育種技術(601051)

試験期間：平9～11年

担当科:野菜第二科

目的

ながいもにヤマノイモえそモザイクウイルス抵

抗性を導入するための、交配時における温度、湿

度等の環境条件と種子獲得について検討する。

試験研究方法

a.供試系統

雌株：いちよういも「デプ系」8株

雄株：ながいも「十勝選抜系」

種いも重4種(100,150,200,300g)×5セ

ット

b.植付期及び環境条件

4月30日「デプ系」4株及び「十勝選抜系」1

セットミスト室

5月10日「デプ系」4株及び「十勝選抜系」1

セットミスト室

5月20日「十勝選抜系」をミスト室、ハウス内

及び屋外に1セットずつ

c.栽培方法

ミニコンテナ栽培。育苗用土使用。

表1交配結果

計交配月日8/288/309/39/69/119/13

交配花穂数

未熟朔果数

成熟朔果数

４
４
３

４
１

４
０

８
５
２

５
０

８
６
１

１ 7

1

２
２

１
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